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朝
鮮
学
校
へ
の
補
助

金
復
活
を
求
め
る
茨
城

県
知
事
へ
の
要
請
行
動

は
、
12
回
を
重
ね
て
い

る
。
前
知
事
時
代
に
補

助
金
が
打
ち
切
ら

れ
、
生
徒
が
中
心

と
な
っ
て
補
助
金

継
続
・
打
ち
切
り

反
対
の
街
頭
署
名

な
ど
が
取
り
組
ま

れ
１
万
５
千
筆
集

め
た
。

　
補
助
金
打
切
り

は
、
安
倍
政
権
下

で
高
校
無
償
化
か

ら
朝
鮮
学
校
が
排

除
さ
れ
、
茨
城
朝

鮮
初
中
高
級
学
校

に
と
っ
て
は
「
今

ま
で
支
給
さ
れ
て

い
た
も
の
が
無
く

な
る
」
と
い
う
厳

し
い
も
の
だ
。

　
文
科
省
か
ら
の
地
方

自
治
体
へ
の
「
通
知
」

は
、
拉
致
問
題
な
ど
の

端
を
発
す
る
「
反
北
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
中
で

行
わ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の

自
治
体
で
支
給
中
止
か

大
幅
減
額
さ
れ

た
。
政
治
・
外
交

問
題
と
は
無
関
係

の
朝
鮮
学
校
の
子

ど
も
た
ち
が
日
本

へ
の
同
化
を
求
め

ら
れ
、
兵
糧
攻
め

さ
れ
て
い
る
。

　
全
国
的
な
問
題

だ
が
、
茨
城
で
の

闘
い
は
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
制
限
下
で

も
、「
守
る
会
」

「
オ
モ
ニ
会
」
を

は
じ
め
朝
鮮
学
校

擁
護
５
団
体
が
13

回
目
の
知
事
へ
の

要
請
行
動
に
向
け

て
準
備
し
て
い
る
。

■
４
月
９
日
（
土
）

秘
密
法
と
共
謀
罪
に
反
対

す
る
愛
知
の
会
10
周
年
総

会
＆
記
念
講
演　
13
時
30

分
～
第
１
部
＝
総
会　
14

時
10
分
～
第
２
部　
＝
記

念
講
演
「
台
湾
有
事
」
最

前
線
・
沖
縄
―
沖
縄
ス
パ

イ
戦
史
と
土
地
規
制
法
―

　
会
場
＆
オ
ン
ラ
イ
ン

（Zoom

）　
イ
ー
ブ
ル

な
ご
や
ホ
ー
ル
（
地
下
鉄

東
別
院
駅
３
分
）
講
師
＝

三
上
智
恵
さ
ん
（
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
映
画
監
督
）

　
参
加
費
８
０
０
円
＋
カ

ン
パ　
予
約
→https://

220409m
ikam

i.peat
ix.com

■
４
月
10
日
（
日
）

オ
ン
ラ
イ
ン
連
続
講
座

「
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
か
ら

見
た
生
き
る
こ
と
、
食
べ

る
こ
と
」　
14
時
～　
講

演　
ゲ
ノ
ム
食
品
の
現
状

と
課
題
＝
天
笠
啓
祐
さ
ん

（
市
民
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
情
報
室
代
表
）　
生

物
進
化
か
ら
見
た
ゲ
ノ
ム

編
集
＝
河
田
昌
東
さ
ん

（
分
子
生
物
学
者
）　
司

会
＝
島
薗
進
さ
ん
（
上
智

大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究

所
所
長
・
東
京
大
学
名
誉

教
授
・
宗
教
学
、
死
生

政治的理由で子どもを差別

学
）　
予
約
方
法
→htt

ps://form
s.gle/M

D
LgH

V
H

CfA
Q

tZV
xo9　

主
催
＝
ゲ
ノ
ム
問

題
検
討
会
議

■
４
月
13
日
（
水
）

第
28
回
「
４
・
13
根
津
山

小
さ
な
追
悼
会
の
お
知
ら

せ
」
私
た
ち
の
街
で
空
襲

が
あ
っ
た　
14
時
～
15
時

　
雨
天
・
緊
急
時
中
止　

東
京
・
南
池
袋
公
園
内

『
空
襲
犠
牲
者
哀
悼
の

碑
』
前
（
Ｊ
Ｒ
池
袋
駅
東

口
10
分
）　
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す　
主
催
＝

４
・
13
根
津
山
小
さ
な
追

悼
会
実
行
委
員
会

■
４
月
14
日
（
木
）

日
中
国
交
回
復
50
周
年
記

念
緊
急
集
会　
14
時
～　

衆
院
第
一
議
員
会
館
地
下

１
階
大
会
議
室　
事
前
申

込
み
必
要　
※
定
員
２
０

０
名　
※
申
し
込
み　

m
u

ray
am

ad
an

w
a1995@

ybb.ne.jp

■
４
月
15
日
（
金
）

日
本
消
費
者
連
盟
オ
ン
ラ

イ
ン
連
続
講
座
「
つ
い
に

主
食
に
も
遺
伝
子
操
作
の

魔
の
手
が
～
コ
メ
や
小
麦

が
危
な
い
」　
講
師
＝
天

笠
啓
祐
さ
ん
（
科
学
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
、「
遺
伝
子

組
み
換
え
食
品
い
ら
な
い

！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
代

表
）　
申
込
み
→h

tt
ps://form

s.gle/Yvz
1khGW

SaxBN
81G6

主
催
＝
日
本
消
費
者
連
盟

・
食
の
安
全
部
会

　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
！　
今
年
度
こ
の

欄
を
担
当
す
る
小
島
ブ

ン
ゴ
ー
ド
孝
子
で
す
。

　
今
か
ら
50
年
前
の

夏
、
私
は
、
世
界
各
国

の
子
ど
も
た
ち
が
集
う

国
際
キ
ャ
ン
プ
に
日
本

チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
こ
で
出

逢
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
チ

ー
ム
の
男
性
リ
ー
ダ
ー

と
１
年
後
に
結
婚
。
以

来
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
生

活
の
基
盤
を
置
き
な
が

ら
、
日
本
の
パ
ス
ポ
ー

ト
で
、
両
国
を
頻
繁
に

往
復
す
る
生
活
を
続
け

て
い
ま
す
。

　
今
思
う
と
随
分
大
胆

な
こ
と
を
し
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
が
、
若
か

っ
た
私
は
、「
ケ
セ
ラ
セ

ラ・な
ん
と
か
な
る
さ
」

の
心
意
気
で
、
未
知
の

国
デ
ン
マ
ー
ク
で
の
新

生
活
を
始
め
ま
し
た
。

　
社
会
に
受
け
入
れ
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
そ

の
国
の
言
語
を
マ
ス
タ

ー
し
、
友
人
を
作
る
こ

と
が
第
一
歩
。
そ
の
た

め
新
婚
早
々
、
外
国
籍

移
住
者
向
け
デ
ン
マ
ー

ク
語
講
座
に
通
い
（
無

料
）、
大
学
に
も
入
り

直
し
ま
し
た
（
こ
れ
も

無
料
！
）。

　
そ
し
て
１
年
後
に
は

長
女
が
生
ま
れ
、
２
年

後
に
は
ラ
ッ
キ
ー
に
も

仕
事
が
見
つ
か
り
、
デ

ン
マ
ー
ク
女
性
と
肩
を

並
べ
て
、子
育
て・共
働

き
生
活
に
突
入
。
さ
ら

に
10
年
後
に
は
、「
日
本

と
デ
ン
マ
ー
ク
の
橋
渡

し
の
仕
事
を
し
た
い
」

と
い
う
夢
を
か
な
え
る

た
め
、
夫
に
背
中
を
押

し
て
も
ら
い
、
思
い
切

っ
て
独
立
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
は
通
訳
・
翻

訳
が
主
な
仕
事
で
し
た

が
、
暮
ら
し
て
み
て
初

め
て
分
か
っ
た
デ
ン
マ

ー
ク
社
会
の
実
態
を
日

本
に
発
信
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
徐
々
に
強

ま
り
、
20
年
ほ
ど
前
か

ら
、
日
本
で
は
講
演
や

セ
ミ
ナ
ー
活
動
、
本
の

執
筆
、
そ
し
て
デ
ン
マ

ー
ク
で
は
日
本
人
グ
ル

ー
プ
の
た
め
の
研
修
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
企
画
へ

と
大
き
く
シ
フ
ト
。

　
扱
っ
て
き
た
分
野

は
、社
会
福
祉
、医
療
、

教
育
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

子
育
て
、
労
働
問
題
、

地
方
自
治
、
市
民
活

動
、
ラ
イ
フ
ク
オ
リ
テ

ィ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

お
か
げ
で
、
私
自
身
も

仕
事
を
通
じ
て
、
お
お

い
に
視
野
を
広
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
日
本
を
外
か
ら
眺
め

る
と
、
日
本
の
良
さ
も

問
題
点
も
鮮
明
に
見
え

て
き
ま
す
。
私
に
は
、

母
国
が
い
ま
大
き
な
岐

路
に
立
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
、
近
年
の

日
本
社
会
の
動
向
に

は
、
危
機
感
す
ら
覚
え

ま
す
。
こ
の
コ
ラ
ム
を

通
じ
て
お
届
け
す
る
デ

ン
マ
ー
ク
発
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
、
み
な
さ
ん
の

「
外
を
見
て
内
を
知

る
」
た
め
の
刺
激
剤
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

日
本
を
外
か
ら

中学校教員の週労働時間と課外活動時間

日本：総労働時間は最悪、課外活動以外も多い

　OECDの国際比較調査TALIS（Teaching and 
Learning International Survey 2018）のデータ
です。
　各国（48の国・地域）の教員に対する教育実践や
雇用関係についての2018年の調査結果です。
　今回は、中学校教員の週当たりの総労働時間と課
外活動の指導時間。日本の教員の労働時間は最悪で
す。課外活動の指導時間は、世界から見ると異常な水準ですが、それだ
けではありません。事務、学校運営などにも長い時間をかけています。
1学級当たりの生徒数の多さも大きな要因です。

「
朝
鮮
学
校
の
子
供

た
ち
の
人
権
を
守
る

会・茨
城
」事
務
局
長

坂
本
　
繁
雄

　
一
口
香
（
い
っ
こ
っ

こ
う
）は
、唐
人
船
に
乗

っ
て
や
っ
て

き
た
中
国
伝

来
の
焼
菓
子

で
、別
名「
か

ら
く
り
ま
ん
じ
ゅ
う
」。

　
保
存
食
と
し
て
伝
わ

っ
た
も
の
が
、
鎖
国
時

代
の
長
崎
に
豊
富
に
出

回
っ
て
い
た
砂
糖
や
甘

味
料
に
よ
っ
て
、
名
前

の
由
来
に
も
な
っ
て
い

る
、
一
口
食
べ
る
と
大

変
香
ば
し
い
菓
子
に
改

良
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
麦
粉
を
練
っ
た
生

地
に
黒
砂
糖
、
水
飴
、

胡
麻
な
ど
の
餡
（
あ

ん
）
を
包
み
、
生
地
と

餡
の
膨
張
率
の
違
い
を

利
用
し
て
焼
き
上
げ
て

い
ま
す
。

　
カ
リ
カ
リ

で
香
ば
し

く
、
し
か
も

中
身
を
見
て
び
っ
く

り
。
そ
の
カ
ラ
ク
リ
も

楽
し
め
ま
す
。
カ
ス
テ

ラ
、
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
だ
け

で
な
く
、
一
口
香
で
長

崎
の
歴
史
を
味
わ
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。（
長
崎
・
荒
木
）

長
崎
土
産
に

｢

一
口
香｣
を

「茨城県民としての義務は100％果たしている
のに補助金など権利がないのは差別だ」など
と県当局（右側）を追及する「子供たちの人
権を守る会」のメンバー
� ＝昨年７月28日、茨城県庁

自
己
紹
介
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